


　

　シラバス（syllabus）とは授業細目のことです。教育訓練体系と個々の科目、つ

まり「2年間をかけて各授業で何を学ぶのか」ということが記されています。その

ほか、目標、各科目のつながり、受講に向けた助言、評価の割合などが記されてい

るため、最初の授業の受講前に該当の科目について読んでおいてください。

　シラバスがみなさんの2年間の勉強のガイドラインです。シラバスに書かれてい

る内容をしっかり習得できるように、これから2年間頑張りましょう。

　シラバスとは
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【様式１】

令和4年度
生産技術科

区 合計 標 担当者名
分 単位 準

第１ 第２ 第３ 第４ 第５ 第６ 第７ 第８
集中導入教育 4 1 1 1 1

一 キャリア形成概論 2 1 1 ○
般 職業社会概論 2 1 1 ○
教 数学 2 2 ○
育 物理 2 2 ○
科 英語 2 1 1 ○
目 工業英語 2 1 1 ○ 選択必修科目

保健体育Ⅰ 2 1 1 受講推奨科目
保健体育Ⅱ 2 1 1 受講推奨科目

　一  般　教　育　科　目　計 20 6 6 4 4 0 0 0 0
機械制御 2 2 ○

系 電気工学概論 2 2 ○
基 コンピュータ基礎 2 1 1 ○
礎 工業材料Ⅰ 2 2 ○
学 工業材料Ⅱ 2 2 受講推奨科目
科 機械数学 2 2 受講推奨科目

工業力学Ⅰ 2 2 ○
工業力学Ⅱ 2 2 受講推奨科目
材料力学Ⅰ 2 2 ○
材料力学Ⅱ 2 2 受講推奨科目
基礎製図 2 2 ○
機械製図 2 2 ○
品質管理 2 2 ○
安全衛生工学 2 1 1 ○

28 3 3 5 9 4 2 2 0
基礎工学実験 2 2 ○

系 機械工学実験 4 4 ○
基 電気工学基礎実験電気・電子工学実験 2 2 ○
礎 情報処理実習 4 4 ○
実 0 他実技科目に包括

技 12 2 0 0 2 0 0 4 4
メカニズム 2 2 ○

専 機械加工 2 2 ○
攻 機械工作 2 2 ○
学 数値制御 2 1 1 ○
科 数値制御加工Ⅰ 2 2 ○

数値制御加工Ⅱ 2 2 ○
油圧・空圧制御 2 2 ○
シーケンス制御 2 2 ○
精密測定 2 2 ○
機械要素設計 2 2 ○
機械設計製図 2 2 ○

22 6 0 1 3 4 6 0 2
機械加工実験 4 4 ○

専 機械工作実習 4 4 ○
攻 機械加工実習Ⅰ 8 4 4 ○
実 機械加工実習Ⅱ 2 2
技 数値制御加工実習Ⅰ 2 2 ○

数値制御加工実習Ⅱ 2 2 ○
接合実習Ⅰ 4 4 集中実習
総合実習 4 4 集中実習
シーケンス制御実習Ⅰ 2 2 ○
シーケンス制御実習Ⅱ 4 4 ○
測定実習 2 2 ○
機械設計製図実習 2 2 ○
ＣＡＤ実習Ⅰ 2 1 1 ○
ＣＡＤ実習Ⅱ 4 2 2 ○
ＣＡＤ演習 4 4
ＣＡＤ実習Ⅲ 2 2
設計・開発実習 2 2
ＣＡＤ／ＣＡＭ実習 4 4 ○
企業委託実習 4 4 集中実習
総合制作実習 12 12 ○ 集中実習

74 2 13 9 6 10 12 10 12
20 6 6 4 4 0 0 0 0
28 3 3 5 9 4 2 2 0
12 2 0 0 2 0 0 4 4
22 6 0 1 3 4 6 0 2
74 2 13 9 6 10 12 10 12

156 19 22 19 24 18 20 16 18

履修科目単位表（専門課程）

　　　　　機械システム系 施設名： 高知職業能力開発短期大学校

教科の科目 授業科目
一　　　年 二　　　年

備　考
前期

材料工学

後期 前期 後期

人文科学

社会科学

自然科学

外国語

保健体育

制御工学概論
電気工学概論
情報工学概論

数値制御

力学

基礎製図

生産工学
安全衛生工学
　系 　基 　礎　学　科　計

基礎工学実験

情報処理実習
安全衛生作業法
　系　 基 　礎　実　技　計
機構学

機械加工学

一 般 教 育 科 目 計

油圧・空圧制御
シーケンス制御
測定法

機械設計及び製図

　専　　攻　　学　　科　　計

機械加工実習

制御工学実習

測定実習

設計及び製図実習

（総合制作実習)

　専　　攻　　実　　技　　計

系 基 礎 学 科 計
系 基 礎 実 技 計
専 攻 学 科 計
専 攻 実 技 計

合　　　　　　　　　計
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期 月 日 月 火 水 木 金 土 期 月 日 月 火 水 木 金 土
1 2 25 26 27 28 29 30 1

入試対策
講座 ⑧ ⑧ ⑨ ⑨ ⑨

3 4 5 6 7 8 9 2 3 4 5 6 7 8
入校式

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ ① ① ⑨ ⑨ 特別 ① ｽﾎﾟｰﾂ大会

4 10 11 12 13 14 15 16 10 9 10 11 12 13 14 15

Ⅰ ① ① ① ② ② Ⅲ
スポーツ

の日 ① ① ② ①

・ 17 18 19 20 21 22 23 ・ 16 17 18 19 20 21 22

Ⅴ ② ② ② ③ ③ Ⅶ ① ② ② ③ ②

期 24 25 26 27 28 29 30 期 23 24 25 26 27 28 29

③ ③ ③ ④ 昭和の日
指定校／
専願入試 ② ③ ③ ④ ③

1 2 3 4 5 6 7 30 31 1 2 3 4 5
訓練休

憲法記念
日

みどりの
日

こどもの
日

訓練休 ③ 金④ ④
文化の日

ものづくりフェス

タ

振休

5 8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

④ ④ ④ ⑤ ④ ④ ④ ⑤ ⑤ ⑤

15 16 17 18 19 20 21 11 13 14 15 16 17 18 19

⑤ ⑤ ⑤ ⑥ ⑤ 併願入試 ⑤ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26

⑥ ⑥ ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ ⑥
勤労感謝

の日 ⑦ ⑦

29 30 31 1 2 3 4 27 28 29 30 1 2 3

⑦ ⑦ ⑦ ⑧ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑧ ⑧

5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

⑧ ⑧ ⑧ ⑨ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑨ ⑨

6 12 13 14 15 16 17 18 12 11 12 13 14 15 16 17

⑨ ⑨ ⑨ 金⑨ 特別
自己Ａ
入試 ⑨ ⑨ ⑨ ① ①

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

Ⅱ ＯＣ１ ① ① ① ① ① Ⅳ 冬ＯＣ ① ① ① ② ②

・ 26 27 28 29 30 1 2 ・ 25 26 27 28 29 30 31

Ⅵ ② ② ② ② ② Ⅷ ② ② 特別 冬期 冬期

期 3 4 5 6 7 8 9 期 1 2 3 4 5 6 7

③ ③ ③ ③ ③ 元旦 振替休日 冬期 冬期 冬期 冬期

7 10 11 12 13 14 15 16 1 8 9 10 11 12 13 14

④ ④ ④ ④ ④ ＯＣ２ 成人の日 ③ ② ③ ③

17 18 19 20 21 22 23 15 16 17 18 19 20 21
海の日 集中 集中 集中 集中 集中 集中 集中 集中 集中

24 25 26 27 28 29 30 22 23 24 25 26 27 28
集中 集中 集中 集中 集中 集中 集中 集中 集中 ④

31 1 2 3 4 5 6 29 30 31 1 2 3 4
ＯＣ３／
半日体験

夏期 夏期 夏期 夏期 夏期 ③ ④ ③ 一般入試 木④

8 7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11
夏期 夏期 夏期 山の日 夏期 ④ ⑤ 就職フェア

④ ⑤ ⑤
建国記念

の日

14 15 16 17 18 19 20 2 12 13 14 15 16 17 18
夏期 夏期 夏期 夏期 夏期 ⑤ ⑥ ⑤ 発表 生産

⑥
発表 電情

⑥

21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25
夏期 夏期 夏期 夏期 夏期 ⑥ 木⑦ ⑥

天皇誕生
日

研究発表会
⑦

研究発表会

28 29 30 31 1 2 3 26 27 28 1 2 3 4

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑦ ⑦ ⑦ ⑧ ⑧

4 5 6 7 8 9 10 5 6 7 8 9 10 11
ＯＣ４ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑧ ⑧ ⑧ ⑨ ⑨

自己Ｂ
入試

9 11 12 13 14 15 16 17 3 12 13 14 15 16 17 18

⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑨ ⑨ ⑨ 特別
修了証書
授与式

18 19 20 21 22 23 24 19 20 21 22 23 24 25
敬老の日 金⑧ ⑧ ⑧ 秋分の日 春分の日

26 27 28 29 30 31

【備考】

(1)  4/ 6(水)は、入校式・オリエンテーション(新入生のみ)
(2)  5/ 2(月)、6(金)は、訓練休 【凡例】
(3) 10/ 7(金)は、学生自治会主催のスポーツ大会 (1) 特別 悪天候等の振替日や補講日（予備日）
(4) 11/ 2(水)2時限目は、一斉清掃(美化活動)　（※変更の場合もあり） (2) ＯＣ オープンキャンパス
(5) 11/ 3(木)は、授業として「ものづくりフェスタ」を実施(振替休日11/ 4(金)) (3) 集中 集中実習として期間終日同一授業科目を実施
(6)  2/ 2(木)は、一般入試のため訓練休、また他の入試実施日は、校内立入禁止 (4) 夏期 夏期休暇
(7)  2/16(木)、17(金)は、総合制作発表会　（※日程変更の場合もあり） (5) 冬期 冬期休暇
(8) 日付下段に｢曜日｣が記載されている日は、当該曜日の授業を実施 (6) 発表 総合制作実習発表会
(9) 一部の行事は、全学年で実施

(10)  2/24(金)、25(土)の２日間で、四国校との合同による「能開大ものづくり研究発表会」が実施予定
(11)  3/17(金)は、修了証書授与式(修了生のみ)
(12) 閉寮期間

  4/29(金)午後6時から5/ 5(木)朝8時までの期間
  8/ 7(日)午後6時から8/15(月)朝8時までの期間
 12/28(水)午後6時から1/ 6(金)朝8時までの期間
 春期休暇期間（詳細は1月頃決定）

令和４年度　年間訓練計画表（両科共通）
四国職業能力開発大学校附属　高知職業能力開発短期大学校



  専門課程履修規程

(総則)

第1条

(授業の区分)

第２条

(授業単位)
第３条　授業は50分を1単位時間とし、2単位時間をもって1時限とする。

(授業の期間)

第４条

(授業の区分)
第５条　授業は、「平常授業」「集中授業」により行う。

　２

(履修)

第６条

(単位の修得)
第７条　授業科目単位の修得の認定は、試験によるものとする。

　３

（成績評価）

第８条　試験の成績評価は、次に掲げる基準により行うものとする。

　　　　　優　　：　　100点　　～80点以上

　　　　　良　　：　　80点未満～70点以上

　　　　　可　　：　　70点未満～60点以上

　　　　　不可　：　　60点未満

（進級）

第９条

３　四国職業能力開発大学校附属高知職業能力開発短期大学校

履修とは、履修科目単位表に示す当該授業科目時間数の80％以上を出席した場合をい
う。

　　２　優、良、可を合格とし、不可を不合格とする。

              ただし、他の方法(臨時試験、論文、報告書など)をもって試験に代えることがある。

        ２　単位の修得の認定は、当該授業科目時間数の80％以上の出席をした者に行う。

    ４　試験は試験受験要項の定めるところによる。

この規程は、四国職業能力開発大学校校則(以下「校則」という｡)　に定めるもののほ
か、授業科目の履修に関する事項を定めるものとする。

授業科目の区分は、一般教育科目､系基礎学科目、専攻学科目及び系基礎実技科目、専
攻実技科目とし、学科目と実技科目は標準科目とそれ以外の科目に分かれる。

　授業の期間はⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ期の8区分とし、Ⅰ期からⅣ期は1年
次、Ⅴ期からⅧ期は２年次とする。

1年次における履修科目単位表に示す授業科目（一般教育科目、系基礎学科目、専攻学
科目、系基礎実技科目、専攻実技科目）の内、未修得単位の合計が16単位未満である
とき進級を認める。

「集中授業」は、実技科目を中心に連続して行う授業で、原則として、Ⅰ、Ⅴ期及び
Ⅲ、Ⅶ期の終了前2週間にわたり実施する。

やむを得ない理由により試験を受けることができなかった者は、別に追試験を行うこ
とがある。

　　２　履修科目は当該年度の履修科目単位表に定めるところによる。

　　２　授業科目に対する単位は、18単位時間をもって1単位とする。

　  ５　校則第24条に基づく他大学等の授業科目の履修方法と認定については、別に定める。







５. シ ラ バ ス

(1) 一 般 教 育 科 目
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

10 90 100

10 90

主体性・協調性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

教科書および参考書 授業毎に資料等配布致します。

授業科目の発展性

評価の割合 

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
様々な機会を得て就職や進学など、自身の進路を構想してください。
学生生活を有効に進めるために望ましい友達作りに努めてください。

受講に向けた助言
本授業は聴講や見学、参加が中心となります。休まずに真剣に聴講並びに参加をしてください。
※本授業は年度初めに年間予定表を配布致します。また、講師の都合等により日程や内容が変更することもあり
ますので了承ください。

工場見学でものづくりへの興味、適性を考える機会が得られる。職業人、社会人へのイ
ンタビューの機会を得ることができる。

四国職業能力開発大学校（応用課程）見学でより専門的な内容を知ることができる。現
場リーダー、指導員職の仕事など選択肢が広げられることを学べる。

就職関連（就職ガイダンス、校内就職フェア、業界研究セミナー等）により、就職活動
の具体的な行動を起こすことができる。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

　主に将来の進路（就職・進学）に関する様々な情報を提供する。

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

新入生としての心構え、就職や進学
に向けて様々な情報の提供を受け、
将来の進路を深く考える機会を与え
られます。話を聞くだけで終わら
ず、自分自身が今何をやるべきか考
え、先々に行動できるようになりま
しょう。

校長・能力開発部長の講話から将来像、進路の決定へ発展させることができる。

ジョブカードの説明・作成により自己理解を深めることができる。

インターンシップ勉強会で業種、企業研究ができる。

外部講師講話（筆記試験・適性検査対策講座、ビジネスマナー等）により、社会人とし
ての心構え、実践マナーを学べる。

担当教員 教室・実習場 備考

職員・外部講師

4 2教科の区分 一般教育科目

教科の科目 人文科学

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

集中導入教育 選択 Ⅰ～Ⅳ期

一般教育科目、系基礎学科、基礎実技、専攻学科、専攻実技集中導入教育 一般教育科目、系基礎学科、基礎実技、専攻学科、専攻実技集中導入教育
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週 授業方法

１週 講義

２週 実習

３週 講義

４週 講義

５週 講義

６週 講義

７週 演習

８週 講義

９週 講義

１０週 演習

１１週 講義

１２週 講義

１３週 演習

１４週 講義

１５週 演習

１６週 講義

１７週 実習

１８週 演習

１９週 講義

２０週 実習

２１週 講義

２２週 講義

２３週 講義

２４週 演習

２５週 演習

２６週 演習

２７週 講義

２８週 講義

２９週 講義

３０週 講義

３１週 講義

３２～
３６週

評価※上記の内容を複数回で実施している。

業界研究セミナー① 業界研究講話を開催します。

業界研究セミナー② 業界研究講話を開催します。

年金説明会 年金事務所による国民年金の説明を行います。

就活実践セミナー
冬期インターンシップの最終確認及び就職活動におけ
る準備を行います。

卒業生（ＯＢ・ＯＧ）講演
卒業生による講話（生産・電情）と校内就職フェアの
最終確認を行います。

校内就職フェア
求人企業が体育館にブースを設けて、採用担当者と学
生の面談を行います。

就活ステップアップ講座①
スーツの着こなし方等のビジネスマナーについてセミ
ナーを行います。

就活ステップアップ講座② ビジネスマナー講座（面接実践）を行います。

Ｗｅｂ訓練 Ｗｅｂ訓練を行います。

美化活動
ものづくりフェスタに向けた校内美化及びフェスタの
準備を行います。

SNSマーケティング人材育成講座
ＩＴ企業担当者を講師に迎え、ＳＮＳのマーケティン
グに関する講座を実施します。

就職ガイダンス 冬期インターンシップの説明を行います。

ＡＥＤ講習会 ＡＥＤの使用方法について講習を行います。

Ｗｅｂ訓練 Ｗｅｂ訓練を行います。

筆記試験・適性検査対策講座 筆記試験・適性検査対策講座を行います。

四国職業能力開発大学校応用課程見学
四国職業能力開発大学校（香川県丸亀市）を訪問し、
施設見学、応用課程の説明並びに研究発表を聴講しま
す。

Ｗｅｂ訓練 Ｗｅｂ訓練を行います。

筆記試験・適性検査対策講座 筆記試験・適性検査対策講座を行います。

労働法に関する講話 労働条件に係るトラブル事例の紹介を行います。

就職ガイダンス 就職活動のための講話を行います。

就活実践教養講座
履歴書、自己紹介書の書き方実践と校内就職フェアの
説明を行います。

応用課程紹介
四国職業能力開発大学校（香川県丸亀市）応用課程の
説明を聴講します。

工場見学 企業の生産現場を見学します。

Ｗｅｂ訓練 Ｗｅｂ訓練を行います。

就活スタートセミナー 就職ガイドブックを配付、説明します。

就活力アップ講座
就活に向けて、自己理解、自己把握に繋げる講座を開
催します。

Ｗｅｂ訓練 Ｗｅｂ訓練を行います。

KYTに関する講話 危険予知トレーニングについて説明を行います。

ジョブカード全体説明会 ジョブカード作成にかかる全体説明を行います。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

校長・能力開発部長講話
校長・部長が自らの経験をもとに学ぶことへの思いを
語ります。

数学力確認テスト 新入生の数学力を確認するためテストを行います。
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

6．コミュニケーション技術
（1）「書く」コミュニケーション技術

「書く」コミュニケーション技術に
ついて復習をしてください。

（4）ジョブ・カードの作成
 　① ジョブ・カードとは
 　② ジョブ・カードの作成
4．ケーススタディ
（1）キャリアプランの事例研究

ジョブ・カードの作成について復習
をしてください。

（1）キャリアプランの事例研究
キャリアプランの事例について復習
をしてください。

（1）キャリアプランの事例研究
5．論理的思考
（1）ロジカルライティング
　① 論理的文章の読み方

論理的文章の読み方について復習を
してください。

キャリア形成とエンプロイアビリ
ティについて復習をしてください。

ガイダンス
1．キャリア形成
（1）キャリア形成とは
2．エンプロイアビリティ
（1）グローバル時代のエンプロイアビリティ
　① 企業に求められる人材とは
　② 仕事の変化に対応できる能力
　③ 前へ踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力

　② 論理的文章の組立て方
論理的文章の組立て方について復習
をしてください。

　③ 論理的文章の書き方
論理的文章の書き方について復習を
してください。

3．キャリアプランニング
（1）キャリアプランの概要
（2）キャリア形成の６ステップ
　① 自己理解　　② 仕事理解　　③ 啓発的経験
　④ キャリア選択に係る意思決定　　⑤ 方策の実行
　⑥ 仕事への適応
（3）キャリアプランの作成
 　　グローバル時代に求められるキャリア形成プラン

キャリアプランニングについて復習
をしてください。

（1）「書く」コミュニケーション技術
評価

この授業科目で学んだこと全体の復
習をしてください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 20 20 20 100

40

10

20 20

10

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

職業社会概論 必修 Ⅲ・Ⅳ期 2 2教科の区分 一般教育科目

教科の科目 社会科学

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師

授業科目に対応する業界・仕事・技術

就職・就業するための仕事理解
どの業界・仕事においても必要なビジネスマナー

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

教科書および参考書
テキスト　：　自作テキスト
参考書　　：　はじめての技術者倫理（株式会社講談社）

社会のルールについて知っている。

技術者倫理について知っている。

ビジネスマナーについて知っている。

コミュニケーション技術について知っている。

生涯を通じて、仕事に就くことの意
味と仕事に取組む姿勢を考え、社会
的通念、技術者倫理および諸外国の
文化について理解し、社会人として
必要になるスキルや就職等に必要な
素養についての知識を習得する。

「働く」意味について知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 一般教育科目「キャリア形成概論」で学んだ内容を見直しておくことをお勧めします。

受講に向けた助言
業界・業種を問わず社会人として就職・就業していくために必要な素養を身につける科目になりま
す。わからないことは質問し、就職時に役立てるように学習することを期待します。

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

評価の割合 

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

職業社会概論キャリア形成概論
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

ガイダンス
1．「働く」意味
（1）「働く」という意味
（2）「自己実現」という意味
2． 社会のルール
（1）社会の動向

（2）ノーマライゼーション
（3）労働者の動向
（4）職業社会における社会的通念

社会のルールについて復習をしてく
ださい。

訓練課題　予習・復習

「働く」意味について復習をしてく
ださい。

授業の内容

（2）技術者の役割と責任
4．ビジネスマナー
（1）商慣行と社会的常識（日本と諸外国）

技術者倫理について復習をしてくだ
さい。

（2）日本におけるビジネスマナー
（3）諸外国への理解
  ① 諸外国の習慣
  ② 諸外国の経済状況
  ③ 諸外国で絶対にしてはいけない事など

ビジネスマナーについて復習をして
ください。

5．コミュニケーション技術
（1）「話す」コミュニケーション技術
（2）「聞く」コミュニケーション技術

（5）社会人に求められるビジネススキル
（6）分業と労働生産性
（7）グローバル社会の現実（修了生の講話）

社会のルールについて復習をしてく
ださい。

（8）第４次産業革命の概要（ＡＩ・ビッグデータ等）
3．技術者倫理
（1）技術者倫理とは

第４次産業革命の概要について復習
をしてください

コミュニケーション技術について復
習をしてください。

（1）技術者倫理とは
（2）技術者の役割と責任

技術者倫理について復習をしてくだ
さい。

（3）「応答する」コミュニケーション技術
評価

この授業科目で学んだこと全体の復
習をしてください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 40 20 100

40 40

20

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

数学 必修 Ⅰ期 2 4教科の区分 一般教育科目

教科の科目 自然科学

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師

不定積分について知っている。

定積分について知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

業界・業種を問わず必要とされる基礎技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

実践技術者として、専門領域におい
て必要となる基礎的な数学及び計算
法についての知識を習得する。

技術者に必要な数式と計算法の概要について知っている。

三角関数について知っている。

指数について知っている。

対数について知っている。

微分係数について知っている。

導関数について知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 授業では高校数学Ⅰの内容の復習から始めます。中学までの数学についての予備知識が必要です。

受講に向けた助言
工学の専門科目を理解するためには、道具としての数学の基本的な知識と計算力が必要となりま
す。工学に使える数学の知識と計算力の習得に努めます。教科書の例題は自分で説いて予習し、繰
り返し例題と問題を解いて、知識と計算力を習得してください。

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評価の割合 

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

教科書および参考書 テキスト　：　Primary 大学テキスト これだけはおさえたい理工系の基礎数学（実教出版）

授業科目の発展性 機械数学数学
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

（2）導関数
5. 積分
（1）不定積分

工学を習得するには不可欠な数学知
識です。復習をしてください。

2. 三角関数
（1）三角比
（2）正弦・余弦定理

三角比から三角関数への発展につい
て
十分理解に努めてください。
三角関数の定理は例題、問題を繰り
返し解いて、応用に心がけてくださ
い。

（3）加法定理
三角関数の定理は例題、問題を繰り
返し解いて、応用に心がけてくださ
い。

3. 指数・対数
（1）指数関数
（2）対数関数

工学に用いられる数学的な表現とし
てよく使われます。復習してくださ
い。

数と量の計算
比と割合
数量関係
一次関数
＊数学の基本的な事柄を復習しま
す。
　復習をして知識を習得してくださ
い。

ガイダンス
1. 実用数学
（1）技術者に必要な数式と計算法

（3）自然対数と常用対数
工学に用いられる数学的な表現とし
てよく使われます。復習してくださ
い。

4. 微分
（1）微分係数

工学を習得するには不可欠な数学知
識です。復習をしてください。

（1）技術者に必要な数式と計算法

二次関数
多項式
分数式
連立方程式とグラフの関係
＊数学の基本的な事柄を復習しま
す。
　復習をして知識を習得してくださ
い。

（2）定積分
評価

この授業科目で学んだこと全体の復
習をしてください。工学を学ぶには
最低限必要な内容です。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

80 20 100

80

20

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

物理 必修 Ⅱ期 2 4教科の区分 一般教育科目

教科の科目 自然科学

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師

位置エネルギーと運動エネルギーについて知っている。

エネルギー保存則について知っている。

直流電流・電圧について知っている。

交流電流・電圧について知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

業界・業種を問わず必要とされる基礎技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

実践技術者として、専門領域におい
て必要となる基礎的な物理について
の知識を習得する。

ＳＩ単位と工学単位について知っている。

力の合成・分解について知っている。

平行力（偶力）について知っている。

力のモーメントについて知っている。

速度と加速度について知っている。

運動量と力積について知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
初めて物理を学ぶ学生にも理解しやすいように、教科書に沿って高校物理の基本的な内容を学習し
ます。

受講に向けた助言 工学は、物理学の応用といっても過言ではないです。力学と電気の基礎をしっかり習得します。

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評価の割合 

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

教科書および参考書 教科書　：ビジュアルアプローチ基礎物理学（上）力学・波動（森北出版）

授業科目の発展性 物理 工業力学
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

（3）エネルギー保存則
5. 電磁気学
（1）直流電流・電圧

エネルギー保存則と電磁気学につい
て復習をしてください。

（3）力のモーメント
3. 運動学
（1）速度と加速度

静力学について復習をしてくださ
い。

（2）運動量と力積
運動学について復習をしてくださ
い。

（3）各種運動
運動学について復習をしてくださ
い。

単位と基本定数について復習をして
ください。

ガイダンス
1. 単位と基本定数
（1）SI単位
（2）工学単位
2. 静力学
（1）力の合成・分解

4. 仕事とエネルギー
（1）仕事の定義
（2）位置エネルギーと運動エネルギー

位置エネルギーと運動エネルギーに
ついて復習をしてください。

（2）位置エネルギーと運動エネルギー
（3）エネルギー保存則

位置エネルギーと運動エネルギーに
ついて復習をしてください。

（2）平行力（偶力）
静力学について復習をしてくださ
い。

（2）交流電流・電圧
評価

この授業科目で学んだこと全体の復
習をしてください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

80 20

40 10

20

20

10

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

英語 必修 Ⅰ・Ⅱ期 2 2教科の区分 一般教育科目

教科の科目 外国語

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師

工業英語におけるホームページの読解について知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

業界・業種を問わず必要とされる基礎技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

日常英会話及びビジネス英会話がで
きる基礎能力を習得し、併せて英文
読解の基礎能力を習得する。

日常英会話の一般的な表現について知っている。

ビジネス英会話における挨拶・自己紹介について知っている。

ビジネス英会話における電話対応について知っている。

ビジネス英会話における会社訪問について知っている。

工業英語における英文マニュアルの読解について知っている。

工業英語における英字新聞の読解について知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 高校で学んだ「英語」の知識を見直しておくことをお勧めします。

受講に向けた助言

これからの社会はさらに国際化が進み、どの分野の技術者であっても更なる英語力が必要とされる
時代となっています。この授業科目では、業界を問わず社会で必要とされる日常英会話並びにビジ
ネス英会話の基礎を身につけ、英文による技術的文献の読解に必要な英語力の基礎を養うことを目
的としています。
基本の４技能（聞く、話す、読む、書く）の向上を意識しながら積極的に学び、就職時に役立つこ
とを期待します。

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評価の割合 

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

教科書および参考書 テキスト　：　自作テキスト

授業科目の発展性 工業英語英語
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

　① 英文マニュアルの読解
　② 英字新聞・ホームページ読解

工業英語の概要について復習をして
ください。

（3）各場面での英会話
2. ビジネス英会話
（1）ビジネス場面での英会話
　① 挨拶・自己紹介

ビジネス英会話について復習をして
ください。

　② 電話対応
ビジネス英会話について復習をして
ください。

　③ 会社訪問
ビジネス英会話について復習をして
ください。

日常英会話について復習をしてくだ
さい。

ガイダンス
1. 日常英会話
（1）日常表現

　④ リスニング
ビジネス英会話について復習をして
ください。

3. 英文読解
（1）工業英語
　① 英文マニュアルの読解

工業英語について復習をしてくださ
い。

（2）英会話で表現
日常英会話について復習をしてくだ
さい。

　② 英字新聞・ホームページ読解
評価

この授業科目で学んだこと全体の復
習をしてください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

20 80 100

20

40

20

20

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評価の割合 

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

授業科目の発展性

教科書および参考書 教科書　：（工業英検４級対策）を購入していただきます。

生産工程に関する英文の指示文、注意事項の読み方について知っている。

生産現場の英文の掲示文、看板の読み方について知っている。

工業英語で使われる特殊な文法について知っている。

一般教育科目「英語」で学んだ内容を見直しておくことをお勧めします。

受講に向けた助言

これからの社会はさらに国際化が進み、どの分野の技術者であっても更なる英語力が必要とされる
時代となっています。この授業科目では、一般教育科目「英語」で身につけた英語力をもとにし
て、英語で書かれた専門技術資料を読む力、また、簡単な説明書や指示書を英文で書く力を養い、
日常英語とは異なる工業英語の基礎を身につけます。苦手意識を捨てて積極的に学習して、就職時
に役立つことを期待します。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術

簡単な英文の説明書の書き方について知っている。

簡単な英文の操作指示文の書き方について知っている。

科学・技術に関する基本的な英文や
簡単な英文マニュアル、生産工程に
関する指示文書などを読解する基礎
能力を習得する。併せて、科学技術
分野の基本的な単語に習熟し、簡単
な説明文などを作成する基礎能力を
習得する。

工業英語の基本文法について知っている。

科学技術分野の英単語について知っている。

科学・技術に関する英文の文章の読み方について知っている。

英文のマニュアルの読み方について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師

2 2教科の区分 一般教育科目

教科の科目

授業科目に対応する業界・仕事・技術

業界・業種を問わず必要とされる基礎技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

外国語

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

工業英語 必修 Ⅲ・Ⅳ期

工業英語英語
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1．工業英語の基礎
（1）工業英語とは
（2）工業英語の基本文法

2．英文を読む
（1）科学・技術に関する文章を読む
（2）マニュアルを読む

科学・技術に関する文章とマニュア
ルを読む復習をしてください。

（3）生産工程に関する指示文、注意事項を読む
生産工程に関する指示文、注意事項
を読む復習をしてください。

（5）工業英語で使われる特殊な文法
3．英文を書く
（1）簡単な説明書を書く

工業英語で使われる特殊な文法につ
いて復習をしてください。

（1）簡単な説明書を書く
簡単な説明書を書く復習をしてくだ
さい。

（2）簡単な操作指示文を書く

（2）簡単な操作指示文を書く
評価

この授業科目で学んだこと全体の復
習をしてください。

簡単な操作指示文を書く復習をして
ください。

（4）生産現場の掲示文、看板を読む

（3）科学技術分野の英単語
科学技術分野の英単語について復習
をしてください。

工業英語の基本文法について復習を
してください。

生産現場の掲示文、看板を読む復習
をしてください。

授業の内容
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

100 100

50

25

25

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

保健体育Ⅰ 選択 Ⅰ・Ⅱ期

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師 体育館

2 2教科の区分 一般教育科目

教科の科目 保健体育

授業科目の目標 授業科目のポイント

授業科目に対応する業界・仕事・技術

授業科目の発展性

教科書および参考書

授業科目の訓練目標

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

健康についての理解と各種スポーツの
合理化な実践を通して、強健な心身・
体力を促し社会性・道徳性を高め、情
操を豊かにし、生涯を通してスポーツ
の生活化を実践することができる能力
を育て、活力を営む態度を育てる。

スポーツを通じて自己の運動機能を高めることができる。

フィットネスを通じて自己の運動機能を高めることができる。

スポーツを通じて自己の運動機能を高めることができる。

スポーツを通じて社会性や協調性をもった行動ができる。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術

受講に向けた助言
健康についての理解と各種のスポーツの合理的な実践を通して、強健な心身及び体力の発展を促し社会
性及び道徳性を高め、情操を豊かにし、生涯を通してスポーツの生活化を実践することができる能力を
育て、活力を営む態度を育てる。

評価の割合

主体性・協調性
評
価
割
合

出席

取り組む姿勢・意欲

保健体育Ⅰ 保健体育Ⅱ
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週 授業方法

1週
講義

実技

2週 実技

3週 実技

４週
～

９週
実技

１０週
講義

実技

１１週 実技

１２
週
～

１８
週

実技
評価

訓練課題　予習・復習

オリエンテーション
　　授業内容、展開、評価の仕方の説明。安全な施設・設備の使用方
法、健康状態のチェック

競技の選択
　　室内でできる競技を選択。チームを作る。トーナメント表の作
成。

授業の内容

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

試合形式
　　試合。

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

試合形式
　　試合。

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

試合形式
　　試合。

競技の選択
　　室内でできる競技を選択。チームを作る。トーナメント表を作
成。

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

試合形式
　　ルールの確認、試合。

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

試合形式
　　試合。
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週 授業方法

1週

講義

実技

2週 実技

３週
～

９週
実技

１０
週
～

１８
週

実技
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

競技の選択
　　室外・室内でできる競技を選択。チームを作る。トーナメント
表の作成。

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

試合形式
　　ルールの確認、試合。

基礎練習
　　ウォーミングＵＰ・フィットネス（基本技能の習得、ストレッ
チ、ピラティス、ウォーキング等）各チームごとに基礎練習。

試合形式
　　試合。

Ⅲ期の１週～９週と同じ。



(2) 系 基 礎 学 科
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 25 25 10 100

30 15 15

10 10 10

10

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

機械制御 必修 Ⅶ期 2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 制御工学概論

担当教員 教室・実習場 備考

生産技術科講師

教科書及び参考書
教科書：自作テキスト

DCサーボモータの仕組とモータの基本計算式について知っている。

位置決めテーブルに関し、モータの選定で必要な計算方法について知ってい
る。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造業における設計業務
製造業におけるラインオペレータ

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

フィードバック制御等、機械の制御に
必要な手法の基礎を習得する。

機械制御の仕組について知っている。

制御の種類について知っている。

伝達関数の定義、使用法について知っている。

ラプラス変換表の定義、使用法について知っている。

ブロック線図の定義、使用法について知っている。

フィードバック制御系の構成について知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
「電気工学概論」で学んだ基礎理論や電気諸量（電力、電圧、電流、抵抗、インピーダンス等）の基本
的事項と論理数学（AND、OR、NOT）、また「物理」「工業力学Ⅰ」で学んだ運動力学（速度と加速度、
運動量と力積）の基本的な事項を整理しておくことを勧めます。

受講に向けた助言

近年、わが国のものづくりにおいては他国との差別化を図るため、製品の品質要求が強まりそれに伴っ
て、機械制御に要求される性能が厳しくなっています。つまり機械と制御装置の両面から、システムの
機能追求が必要となっています。このためNC工作機械やメカトロニクスなどの実践技術の習得を目指し
ている皆様には、制御装置の概要とともに、制御からみた機械に要求される構造と特性、またどのよう
な機械を設計すれば最適な制御性能が得られるかを学習することは今後、たいへん重要になってきま
す。本科目で習得する内容が今後の習得科目につながりますから、自身で学習することはもちろん、わ
からないことはどしどし質問してください。

評価の割合

　　　　　　　　　　     評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

授業科目の発展性

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

シーケンス制御実習機械制御

油圧・空圧制御

シーケンス制御



令和４年度版

週 授業方法

1週
講義
演習

2週
講義
演習

3週
講義
演習

4週
講義
演習

5週
講義
演習

6週
講義
演習

7週 講義

8週
講義
演習

9週
講義
演習
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1．制御の基礎
（1）機械制御の仕組
（2）制御の種類
2．制御モデル
（1）伝達関数

　機械制御の種類と実際の利用方法に
ついて復習してください。
　ラプラス変換の必要性と伝達関数に
ついて復習してください。また、演習
課題に取り組んでください。

（2）ラプラス変換表
（3）ブロック線図

　ブロック線図とその基本記号、等価
変換について復習してください。
　ステップ応答の必要性とその利用方
法について復習してください。
また、演習課題に取り組んでくださ
い。

（4）ステップ応答
（5）一次遅れ系

　一次遅れ系の概念と特性方程式につ
いて復習してください。また、演習課
題に取り組んでください。

　DCサーボモータの仕組みと、その基
本式を復習してください。また、演習
課題に取り組んでください。

3．制御手法
（1）フィードバック制御系の構成及び安定判別法
（2）比例制御

　フィードバック制御系の構成を復習
してください。
　比例制御の利点と活用方法について
復習してください。また、演習課題に
取り組んでください。

（3）位置決めテーブル
評価

　位置決めテーブルの制御設計に必要
とされる知識について復習してくださ
い。また、演習課題に取り組んでくだ
さい。
　ここまでの理解度を確認し、苦手な
所を復習しておいてください。また、
追試験は行いません。

（3）積分制御
（4）微分制御
（5）組合せ制御

　積分制御の利点と活用方法について
復習してください。また、演習課題に
取り組んでください。
　微分制御の利点と活用方法について
復習してください。また、演習課題に
取り組んでください。

（6）シーケンス制御
4．サーボ機構
（1）サーボ機構の概要

　PID制御について復習してくださ
い。また、演習課題に取り組んでくだ
さい。

　サーボ機構について復習してくださ
い。

（2）DCサーボモータ
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 25 25 10 100

30 15 15

10 10 10

10

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

電気工学概論 必修 Ⅳ期 2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 電気工学概論

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師

電気測定に用いられる各種測定器について知っている。

電気工学の基礎理論及び基本的な知識
を習得する。

電流と電子、電圧と起電力について知っている。

オームの法則、抵抗の接続方法について知っている。

温度による抵抗の変化、電力と電力量について知っている。

クーロンの法則、電界と電位、静電容量について知っている。

電流による磁界、電磁力について知っている。

誘導起電力、相互誘導と自己誘導、うず電流について知っている。

キルヒホッフの法則をはじめとした代表的な回路網について知っている。

交流の発生方法とその性質、及び単相交流について知っている。

三相交流の性質と回路、接続方法、回転磁界の発生について知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造業における設計業務
製造業におけるラインオペレータ
製造業における保全業務

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

主体性・協調性

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
「物理」で学んだ電磁気学（直流電流・電圧、交流電流・電圧）の基本的事項を整理しておくことをお
勧めします。

受講に向けた助言

機械関連業種で身近な汎用あるいはNC工作機械は、一般的な機械から高性能な機械まで幅広く存在し、
数々の有益なものを作り出しています。しかし、どのような機械もその動力には電気が必要でその基本
的な知識を学ぶことは不可欠です。
電気工学概論では、最も身近な電気について幅広く習得する。電流と電圧、抵抗からはじまり、電気と
磁気、静電気、直流と交流の性質と簡単な回路計算等の基本的事項を演習形式で習得します。また、電
気計測の基礎となる測定器について習得する。これらは、分野を問わず重要な知識です。自学自習はも
ちろん、わからないことはどんどん質問してください。

教科書及び参考書
教科書：自作テキスト
参考書：わかりやすい電気基礎（コロナ社）

評価の割合

　　　　　　　　　　     評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

授業科目の発展性

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

総合制作実習電気工学概論 電気・電子工学実験
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週 授業方法

1週 講義

2週
講義
演習

3週 演習

4週 演習

5週
講義
演習

6週
講義
演習

7週
講義
演習

8週
講義
演習

9週
講義
演習
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

8．電気計測
（1）電圧計、電流計
（2）回路計、オシロスコープ
評価

　電気測定に必要とされる電圧計、電
流計、回路計、オシロスコープの原理
と必要知識を復習してください。
　ここまでの理解度を確認し、苦手な
ところを復習しておいてください。

（3）うず電流
5．直流回路
（1）キルヒホッフの法則
（2）重ね合わせの原理とテブナンの定理
（3）ブリッジ回路

　誘導起電力の原理と各種誘導、うず
電流について復習してください。

6．交流回路
（1）交流の発生
（2）交流に対する回路要素の性質
（3）交流回路の計算（RLC回路）
（4）共振回路
（5）単相交流と電力

　静電気の発生とクーロンの法則、電
解と電位との関係ならびに静電容量の
考え方について復習してください。

　交流の発生原理と性質および各種回
路とその計算方法について復習してく
ださい。また、演習課題に取り組んで
ください。

7．三相交流回路
（1）三相交流回路の特徴
（2）スター結線とデルタ結線
（3）三相交流の電力
（4）回転磁界とモータ

　三相交流回路と各種計算方法、結線
方法ならびに、回転磁界とモータとの
関係を復習してください。また、演習
課題に取り組んでください。

ガイダンス
1．電流と電圧
（1）電流と電子の流れ
（2）電圧と起電力
（3）抵抗とオームの法則
（4）抵抗の接続

　電子の流れと電流との基本的な関係
について確認しておいてください。ま
た、電圧と起電力、抵抗とその接続方
法、ならびにオームの法則について復
習してください。
また、演習課題に取り組んでくださ
い。

（5）温度による抵抗の変化
（6）電力と電力量
2．静電気と静電容量
（1）静電気とクーロンの法則

　温度と抵抗値との関係、電力と電力
量について復習してください。また、
演習課題に取り組んでください。

（2）電界と電位
（3）静電容量
3．電流と磁界
（1）電流による磁界

　キルヒホッフの法則など各種回路網
とその計算方法について復習してくだ
さい。また、演習課題に取り組んでく
ださい。

（2）電磁力とその応用
4．電磁誘導
（1）誘導起電力
（2）相互誘導と自己誘導

　磁界の発生と電磁力、その応用機器
について復習してください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

30 10 50 10 100

5 30

20 10

10

5 10

10

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

コンピュータ基礎 必修 Ⅰ・Ⅱ期 2 2教科の区分 系基礎学科

教科の科目 情報工学概論

担当教員 教室・実習場 備考

生産技術科講師

教科書及び参考書
教科書：自作テキスト

プレゼンテーションソフトの基本操作について知っている。

ネットワークの概要について知っている。

インターネット検索について知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造業における加工・組立業務　　　　　　　　　製造業における加工オペレータ
製造業における品質・生産管理業務　　　　　　　製造業における設計業務
製造業におけるラインオペレータ　　　　　　　　製造業における保全業務

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

プログラミング言語の種類について知っている。

コンピュータ及び情報技術の活用方法
と関連知識を習得する。

コンピュータの仕組みについて知っている。

コンピュータの基本操作について知っている。

文書データ処理の文書データの作成について知っている。

文書データ処理の図形描画及び挿入について知っている。

表計算データ処理の表計算及び集計について知っている。

表計算データ処理のグラフ機能の活用について知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
高校で学んだコンピュータの基礎知識（コンピュータの仕組みや基本操作など）を見直しておいてくだ
さい。

受講に向けた助言

企業では、コンピュータで作成した各種書類や資料、図面等がごく普通に扱われており、コンピュータ
を道具として使いこなすことは、専門的な職務を行う上で必修となっています。コンピュータを使って
書類等を作成するには、各種アプリケーションソフトの操作上の思想を把握することがポイントになり
ます。また、意図する書類等を十分に把握し、作成後の書類データの活用も含めて、最も効果的効率的
に作成できるアプリケーションソフトを選定することは重要なことです。さらに、これからの教育訓練
活動を支えるレポート、プレゼンテーション資料や総合制作実習論文等をコンピュータによって効率
的・効果的に作成するための能力を習得します。わからないことを積み残さないよう毎回の授業をしっ
かりと理解してください。本科目で習得する内容が今後の習得科目につながりますので、自分自身で学
習することはもちろん、わからないことは質問や討議に応じますので積極的に申し出てください。課題
は必ず期限内に提出してください。

評価の割合

　　　　　　　　　　     評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

授業科目の発展性

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

総合制作実習コンピュータ基礎

情報処理実習

CAD実習Ⅰ CAD実習Ⅱ 総合制作実習コンピュータ基礎

情報処理実習

CAD実習Ⅰ CAD実習Ⅱ
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週 授業方法

1週
講義
実習

2週 実習

3週 演習

4週 演習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週
実習
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1．コンピュータ概論
（1）コンピュータの歴史
（2）コンピュータの構成要素
（3）コンピュータの仕組み
2．コンピュータ操作
（1）コンピュータの基本操作
（2）キー操作と画面操作
（3）デスクトップの設定
（4）デスクトップのカスタマイズ
（5）ファイルとフォルダの操作

文字入力の練習をしておいてくださ
い。
時間内に課題演習が終わらなかった場
合は、次回までに終わらせてくださ
い。

各自基本タイピングおよび日本語入力
練習を次回までの毎日行うこと。

3．文書データ処理
（1）文書作成ソフトの操作
（2）文書データの作成
（3）プリンタの設定と印刷
（4）図形描画及び挿入

テキスト該当章をよんでおくこと

4．表計算データ処理
（1）表計算ソフトの基本操作
（2）表の作成
（3）表計算及び集計

時間内に課題演習が終わらなかった場
合は、次回までに終わらせてくださ
い。

（5）リソースの割り当て
7．インターネットとメール
（1）ホームページ閲覧ソフトの設定
（2）インターネット検索
（3）メールソフトの設定

時間内に課題演習が終わらなかった場
合は、次回までに終わらせてくださ
い。

（4）メールの送信、受信、転送
（5）インターネット使用上のマナー
8．情報理論とプログラム言語の概要
（1）情報理論の基礎
（2）プログラム言語の種類
評価

時間内に課題演習が終わらなかった場
合は、次回までに終わらせてくださ
い。
ここまでの理解度を確認し、苦手な所
を復習してください。

（4）グラフ機能の活用
5．プレゼンテーション手法
（1）プレゼンテーションソフトの基本操作
（2）図形描画
（3）画像ファイルの読込み
（4）アニメーション機能
（5）プレゼンテーション

時間内に課題演習が終わらなかった場
合は、次回までに終わらせてくださ
い。

当日時間内で完成しなかった場合は次
回までに完成させておくこと

時間内に課題演習が終わらなかった場
合は、次回までに終わらせてくださ
い。

6．ネットワーク
（1）ネットワークの概要
（2）パソコンの接続
（3）ネットワークの設定方法
（4）共有設定

時間内に課題演習が終わらなかった場
合は、次回までに終わらせてくださ
い。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 25 25 10 100

30 15 15

10 10 10

10

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

工業材料Ⅰ 必修 Ⅲ期 2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 材料工学

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師

非鉄金属、高分子材料、セラミックスの分類について知っている。

工業材料の物質構造、組織を理解し、
鉄鋼材料の基礎を習得する。

金属材料の性質について知っている。

金属の精錬・成形について知っている。

金属材料の強化について知っている。

炭素鋼の状態図と組織について知っている。

評価の割合

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造業における加工・組立業務　　　　　　　　　製造業における加工オペレータ
製造業における品質・生産管理業務　　　　　　　製造業における設計業務
製造業におけるラインオペレータ　　　　　　　　製造業における保全業務

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

授業科目受講に向けた助言

鋼の熱処理について知っている。

合金鋼について知っている。

機械構造用鋼について知っている。

ステンレス鋼について知っている。

鋳鉄について知っている。

教科書及び参考書 参考書：機械材料（雇用問題研究会出版）

授業科目の発展性

予備知識、技能・技術
基本的な元素記号を記憶しておいてください。｢機械加工｣｢機械工作｣｢機械加工実習｣｢機械工作実習｣な
どで学んだ金属材料の種類について理解しておいてください。

受講に向けた助言

多くの機械は高性能・高機能化の追求に加え、地球にやさしい、環境にやさしいことにも重点が置かれ
てきています。機械を構成する材料もこれらの性質を満足するため、改善が日々行われています。
本科目では、機械を製作する上で必要な材料の基本的性質についての基礎知識を習得することができま
す。また、各種材料の特徴について理解することができます。優れた機械を製作するには、材料につい
ての基礎知識は不可欠であるので、興味を持って履修してください。わからないことを積み残さないよ
う毎回の授業をしっかりと理解してください。自分自身で学習することはもちろん、わからないことは
質問や討議に応じますので積極的に申し出てください。

主体性・協調性

　　　　　　　　　　     評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

工業材料Ⅰ 工業材料Ⅱ
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週 授業方法

1週
講義
演習

2週 講義

3週 講義

4週
講義
演習

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1．工業材料総論
（1）現代社会と工業材料
（2）工業材料の動向
（3）工業材料の分類
2．金属材料の性質
（1）物理的性質
（2）金属の結晶構造
（3）格子欠陥

　テキスト第１章-第１・2節を予習し
てください。
　授業内容を復習し、金属の結晶構造
について整理してください。
　第１章の章内問題を解答し、理解不
十分な点について復習してください。

（4）機械的性質（各種試験法：引張、硬さ、衝撃、疲労）
（5）化学的性質
3．金属材料の製造と加工
（1）金属の精錬
（2）金属の成形（鋳造、塑性加工、粉末冶金）

　テキスト第１章-第3節を予習してく
ださい。　第１章の章内問題を解答
し、理解不十分な点について復習して
ください。

4．金属材料の強化
（1）固溶強化
（2）加工硬化
（3）マルテンサイト変態硬化
（4）析出硬化
5．鉄鋼材料
（1）鉄鋼材料の分類、炭素鋼の状態図と組織

　テキスト第2章-第1節を予習してく
ださい。章内問題を解答し、理解不十
分な点について復習してください。
　授業内容を復習し、ＪＩＳによる鉄
鋼材料の分類について整理してくださ
い。第2章の章内問題を解答し、理解
不十分な点について復習してくださ
い。

（2）鋼の熱処理

　テキスト第2章-第2節を予習してく
ださい。授業内容を復習し、炭素鋼の
状態図と組織について整理してくださ
い。

（6）ステンレス鋼、耐熱鋼、鋳鉄

　テキスト第2章-第3節を予習してく
ださい。
　授業内容を復習し、ステンレス鋼、
耐熱鋼について整理してください。

6．その他の材料
（1）非鉄金属の分類
（2）高分子材料の分類
（3）セラミックスの分類
（4）複合材料の分類
（5）電気電子材料の分類
評価

　テキスト第2章-第4節を予習してく
ださい。章内問題を解答し、理解不十
分な点について復習してください。
　ここまでの理解度を確認し、苦手な
所を復習してください。

（3）鋼の表面処理

　テキスト第2章-第2節を予習してく
ださい。授業内容を復習し、鋼の熱処
理と鋼の表面処理について整理してく
ださい。

（4）炭素鋼と合金鋼、機械構造用鋼

　テキスト第2章-第2節を予習してく
ださい。授業内容を復習し、炭素鋼と
合金鋼、機械構造用炭素鋼について整
理してください。

（5）高張力鋼と工具鋼
　テキスト第2章-第3節を予習してく
ださい。授業内容を復習し、高張力鋼
と超強力鋼、工具鋼について整理して
ください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

50 20 20 10 100

40 15 10

10 5 10

10

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

工業材料Ⅱ 選択 Ⅵ期 2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 材料工学

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師

教科書及び参考書

誘電／絶縁材料，電気材料について知っている。

私たちの身の回りには、色々な材料があふれています。「工業材料Ⅱ」では、アルミなどの非鉄金属材
料、プラスチックなどの高分子材料、陶器などのセラミック材料、その他の機能性材料、電気電子材料
についてその特徴、活用法について習得します。上記材料は、その特長を活かし鉄鋼材料に替わり身の
回りの自動車、家電製品、OA機器などその他各種分野で使用されています。使用範囲も広く、種類も大
変多くなっています。機械設計・加工を行う上でこのような材料の特徴と使用方法・用途を知り理解し
ておくことが、機械技術者にとって必要となっています。自身で学習することはもちろん、わからない
ことはどんどん質問し、しっかり身につけましょう。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造業における品質・生産管理業務
製造業における設計業務

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

エンジニアリングプラスチック・ゴム・接着剤について知っている。

セラミックス材料の特徴・分類・構造と物性について知っている。

セラミックスの製造プロセスについて知っている。

機能性先端材料の種類・特徴・物性について知っている。

導電材料、半導体材料について知っている。

高分子材料の特徴・分類・構造と物性について知っている。

熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂について知っている。

工業材料としての非鉄金属、高分子材
料、セラミックス等の基礎を習得す
る。

銅・アルミ・チタンの特性・使用法について知っている。

取り組む姿勢・意欲

授業科目の発展性

プレゼンテーション能力

教科書：自作テキスト

コミュニケーション能力

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
既習の「工業材料Ⅰ」で学んだ金属材料の性質、製造法、強化法を整理しておいてください。特に最も
よく使用される鉄鋼材料については、状態図の見方・熱処理法・表面処理法及び各種鉄鋼材料の性質に
ついて復習し十分に理解しておいてください。

受講に向けた助言

論理的な思考力・推論能力

評価の割合

　　　　　　　　　　     評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

主体性・協調性

工業材料Ⅰ 工業材料Ⅱ
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週 授業方法

1週
講義
演習

2週
講義
演習

3週
講義
演習

4週
講義
演習

5週
講義
演習

6週
講義
演習

7週
講義
演習

8週
講義
演習

9週
講義
演習
評価

ガイダンス
1．非鉄金属材料
（1）銅とその合金

　
　銅合金とアルミニウム合金について
理解できるよう復習してください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

（2）アルミニウムとその合金
（3）チタンとその合金

　チタン合金とその他合金について理
解できるよう復習してください。

（4）その他の金属とその合金
2．高分子材料
（1）高分子材料の現状
（2）高分子材料の特徴

　高分子材料の概要と構造、物性につ
いて理解できるよう復習してくださ
い。

　セラミックス材料の製造プロセス及
びセラミックス材料の構造と物性につ
いて理解できるよう復習してくださ
い。

（3）高分子材料の分類
（4）高分子材料の構造と物性
（5）高分子材料の成形加工
（6）熱硬化性樹脂
（7）熱可塑性樹脂
（8）エンジニアリングプラスチック
（9）ゴム
（10）接着剤

　高分子材料の成形加工法と熱硬化
性・熱可塑性樹脂について理解できる
よう復習してください。

　高分子材料の中のエンプラ・ゴム・
接着剤とセラミックス材料の概要につ
いて理解できるよう復習してくださ
い。

3．セラミックス材料
（1）セラミックス材料の現状
（2）セラミックス材料の特徴
（3）セラミックスの製造プロセス
（4）セラミックスの構造と物性
（5）シリカ系
（6）アルミナ系
（7）炭素系（合成ダイヤモンド）
（8）炭化物系

（5）水素貯蔵合金
（6）防振合金
（7）その他の機能性材料
5．電気電子材料
（1）導電材料
（2）半導体材料
（3）誘電／絶縁材料
（4）電気材料（太陽電池、燃料電池、蓄電池）
評価

　その他の機能性材料について理解で
きるよう復習してください。
　講義・小テスト・課題レポートの内
容を十分に理解し不明な点を質問など
で明らかにし試験に臨んでください。

　各種セラミックス材料について理解
できるよう復習してください。

（9）窒化物系
（10）ガラス
4．機能性先端材料
（1）複合材料（FRP、FRM）
（2）形状記憶合金
（3）超伝導材料
（4）アモルファス合金

　各種機能性先端材料について理解で
きるよう復習してください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

50 20 20 10 100

40 15 10

10 5 10

10

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

小学校で学習した四則演算にはじまり未知の値を求める方程式、長さ・角度・面積などを求めるための
三角関数、運動を考える場合に必要となる微分・積分等、高校までに学んだ内容について復習しておい
てください。

受講に向けた助言

数学は、機械系各分野の内容を理解・習得するための基本要素です。しっかり身につけることで大変有
効な道具となります。この道具を上手に扱うには、とにかく反復練習が大切です。授業の予習・復習に
力を入れてください。また時間を見つけて常日頃より数学に親しむ習慣を持つことで確実な力となりま
す。この授業で学習する内容は、各種関数、微分・積分、行列などですが、各項目とも今後履修する材
料力学、メカニズム、機械要素設計などを習得するうえで必要となります。学習する各項目について
しっかりとその内容を理解し道具として実際に活用できるようになりましょう。自身で学習することは
もちろん、わからないことはどんどん質問し、しっかり身につけましょう。

評価の割合

授業科目の発展性

教科書及び参考書

　　　　　　　　　　     評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

教科書：自作テキスト

機械分野で多用する式の微分法についてその意味と活用法を知っている。

機械分野で多用する式の積分法についてその意味と活用法を知っている。

行列の定義、計算法について知っている。

行列式の定義、計算法について知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術

担当教員 教室・実習場 備考

生産技術科講師

物体の円運動や交流波形等を周期関数として表示、活用する手法について
知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造業における加工・組立業務　　　　　　　　　製造業における加工オペレート業務
製造業における品質・生産管理業務　　　　　　　製造業における設計業務
製造業におけるラインオペレート業務　　　　　　製造業における保全業務

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

機械分野に必要な実践的数学の知識を
習得する。

展開と階乗、無理関数、累乗根、逆三角関数について知っている。

複素数表示、極座標表示・指数関数表示・ベクトル軌跡について知ってい
る。

2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 力学

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

機械数学 選択 Ⅴ期

材料力学Ⅰ
機械数学

材料力学Ⅱ

メカニズム 機械要素設計





































(3) 系 基 礎 実 技



















(4) 専 攻 学 科
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

20 60 10 10 100

15 5

50

5

5 5 5

10

評価の割合

　　　　　　　　　　     評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
既習の｢材料力学Ⅰ｣｢材料力学Ⅱ｢メカニズム｣｢機械要素設計」を理解しておいてください。特に、
「機械要素設計」で学んだ、歯車・軸の強度、軸受の寿命については十分に理解しておいてくださ
い。

受講に向けた助言

機械設計とは、要求仕様を具体的な製品設計情報に置き換えていく作業です。この機械設計作業に
おいては、基礎科目や専攻科目で学ぶ様々な知識を総合し、活用する能力が必要となります。
本科目では、課題として取り上げる機械を構成する機械要素部品の機能設計、強度設計、精度設計
及び信頼性設計に関する総合実習を通じて、機械をシステム的に設計する能力を身に付けることが
できます。設計仕様は学生によって変更することや、与えられる設計製図の課題は授業中の演習時
間のみでは終了しない場合もあるので、予習・復習を十分に行い、最後まであきらめることなく継
続努力する姿勢が必要です。設計検討や設計検証について、質問や討議に応じますので積極的に申
し出てください。最終設計成果物は必ず期限内に提出してください。関数電卓、レポート用紙、定
規を持参してください。

教科書及び参考書 教科書：3次元CADによる手巻きウィンチの設計－SoliWorksによる3次元モデリング－（パワー社）

授業科目の発展性

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造業における加工・組立業務
製造業における設計業務
製造業における保全業務

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

課題の製作を前提とした設計製図を
行い、材料及び機械部品の選定、加
工方法を考慮した製作図の作成方法
を習得する。

仕様について検討できる。

加工方法・加工工程の検討方法を知っている。

組立図の設計製図について知っている。

部品図の設計製図について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

生産技術科講師

2 4教科の区分 専攻学科

教科の科目 機械設計及び製図

訓練支援計画書（シラバス）
生産技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

機械設計製図 必修 Ⅵ期

機械設計製図 総合制作実習





(5) 専 攻 実 技




















































































